日本４７０協会 全国理事会 議事録
開催日時：
2007年10月20日（土）17:00～

開催場所：
江ノ島ヨットハーバー ２階会議室

出 席 者：
有馬、渡邉、佐藤（秋本）、相澤、松山、小島、秋元、小松、大庭、中村

川上、浅原、信時、佐藤（浩）、五味、加藤、戸張

委 任 状：


欠 席 者：
葛西、恒川、柚木

・有馬会長挨拶
2008年オリンピックを目指して皆さん頑張って下さい。

・信時理事
2007全日本470選手権のレース報告（第3日終了時点）

大庭理事に協力いただき、新しい試みとして、GPSを艇に搭載しHPで航跡がみられる「どこでもヨット」の導入、HP上でのビデオ放送、ブログでのフィニッシュ速報をした。HPに3日間で5000件以上（ブログのフィニッシュ速報には300件以上）のアクセスがあり大きな反響である。GPSはJ24 協会のものを借用。

議  題：
1. 2008全日本470選手権開催地（渡邉理事長）

以下の通りに決定。レース方法は470協会と滋賀県連とで検討して決める。

日程：11/20（計測）、11/21～24（レース）

場所：琵琶湖・柳ヶ崎YH

2. ワールド、プレオリンピック報告（中村理事）

ワールド（ポルトガル）は強風でも女子が強さを見せて近藤が4位入賞（メダルレースで逆転されて4位）。近藤がオリンピック特別委員会の特A、吉迫がAにランクされた。

男子は山田が15位に入りAランク。ナショナルチームではないが前田・川田が力をつけてきており将来が楽しみ。

プレオリンピック（中国・チンタオ）は男子の山田組が最初は良かったものの42条のペナルティを2回とったことで調子を崩した。女子は近藤が強風のメダルレースでオーストラリアに逆転されたが3位に入賞。

3. NT選考レース（大庭理事）

11/8～18、広島・観音マリーナで開催。チンタオに似た状況（微風が多い）の場所。

NT選考レースと2008ワールド（メルボルン）での成績を総合してオリンピック代表を決定する。

NT選考レースに470協会推薦枠で出場する選手の選定は会長および理事長に一任する。

4. 計測スタンプ（大庭理事）

ISAFからファンダメンタル・メジャメントに使うスタンプを統一するような指導があり、試作したものを発表。試作品より少し小さくし、メジャラーのナンバーと名前が見やすく明記できる形にすることで承認された。

ISAFに登録した公認メジャラーは7名。名前は後日HPで発表する。

→各水域に1名は計測員がいるようにして欲しい、との要望があった。

5. 2007年４７０クラス規則

現在、最終チェック中。NT選考レース前までにHPに掲載する。

6. その他

①新理事紹介


加藤理子：  元資生堂ヨット部で470セーラー。


川上宏
：  関西水域理事

②2012オリンピック・セーリング競技種目（戸張理事）

2007年ISAF総会（11月上旬 ポルトガル）で2012年のオリンピック・セーリング種目が決定する。メダルが現在の11から10に減少するので男女2種目でダブル・ハンド・ディンギーを残すために国際470協会を主体としてJSAFを始めアジア各国のMNAも協力してプロモーションを行っている。

また、2008年11月にその種目に対しての艇種（クラス）を決めるので、引き続き世界的に470のプロモーションが必要である。

日本として、アジアからより多くの470チームがオリンピック・ウィークに参加するように援助をして行く方針。

③計測講習会（関西）（川上理事）


12/15～16で開催。

18:25  閉会

